
１ 学校の状況と地域の実態
（１）全学年において，子どもたちの一日の家庭の勉強時間３０分以下が４割以上，一日の読書

量１０分以下も４割以上と，家庭における学習環境が十分には整っているとは言えない。
（２）教員は授業改善に向けて日々意欲をもって取り組んでいるが，経験の有無にかかわらず，

教員として，一層基礎的な指導技術を身につける必要がある。
（３）地域コーディネーターを生かし，学校・家庭・地域との連携による学習を推進する努力を

している。

２ 今後３年間の方向 （中期学校経営方針）
○確かな授業力に支えられた課題解決学習の具現化により，基礎・基本の定着を目指します。
○一人ひとりの児童のニーズや個の実態に合った，楽しく分かりやすい学習を実施します。
○児童がいない状態での研究・研修時間を確保し，研究，研修の内容を充実させます。
○学校と家庭との連携により，家庭学習の習慣化を図るなど，保護者の学校への満足度アッ
プを実現します。

３ 横浜市学力学習状況調査等からの平成2７年度の実態把握

（１）学力の概要と要因の分析
学校全体の学力は学年によってばらつきが出てきている。前年度と比較をすると，横浜市

平均を下回っていた１･４･５年生いずれの学年も上昇傾向が見られ，高学年においては，市
平均を上回った。４年生に関しては，生活意識や学習意識も高くなく，学力にそれが顕著に
現れているようである。今後の取り組み方に工夫が必要である。

（２）教科学習の状況
○国語科：学年によって力の身に付いている観点や身に付き具合が異なっている。強いて

言えば，｢読むこと｣の力はどの学年も市平均をほぼ上回っている。
○算数科：学年によってばらつきがあるが，観点｢知識･理解｣｢技能｣が市平均を下回って

いる学年が見られ，スキルが不足していると感じられる。
○社会科：どの観点も横浜市平均を上回っている学年と下回っている学年があり，下回っ

ている学年では特に教科意識が低く，授業改善が必要である。
○理 科：全ての観点で市平均を上回っている学年はない。特に，どの学年も観点｢知識･

理解｣が低い結果となっている。基礎基本の定着を図る必要がある。

（３）経年変化の状況と要因の分析（学習・生活意識調査も含めて分析）
学校全体としては，学力は改善傾向にあるとみられる。学習意識や生活意識の経年変化

も合わせてみてみると，市平均を下回っている学年はその学年の特徴的なものと思われる。
いかに学習に意欲的に向かわせるか，児童の実態に沿いながら主体的な学びの構築を追求
していきたい。
高学年になるにつれて学習への取組や学力において二極化が現れてきている兆しもあ

る。｢授業導入や展開の工夫｣｢個に応じた指導の充実｣を継続し学力向上に努めたい。



４ 平成2７年度 目標と具体的方策

平成２７年度 目標

自分の考えをしっかりともち，問題解決ができる子の育成

○問題解決能力の育成
・単元の系統性や身に付けさせたい力の明確化 ・問題解決能力を育てる指導法

○豊かな語彙力の充実
・週２回の朝読書の定着 ・はまっ子読書ノート等を活用し，卒業まで 100 冊読破を目
指す

○基礎的・基本的な知識・技能の習得
・宿題で毎日音読練習 ・各学年の新出漢字は７割以上，四則計算は７割以上取得








